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工事概要

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の概要

令和12年度末の完成を目指す

ニセコトンネル
（L=2,250m）
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札幌
約212km

新函館北斗
立岩トンネル

札樽トンネル新稲穂トンネル
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工事概要

トンネル全体図 2022.12.31現在

至新函館北斗 至札幌

【ニセコトンネルの特徴】

全線にわたり地下水位面以下に位置し、全線小土被りで砂質土主体の未固結地山です。

トンネル上部は、家屋や一般道、耕作地が存在します。

土被り10～20m

第二ルベシベ川

宮田地区第2号農道（町道旧宮田農場通）

宮田地区第1号農道（町道桜ヶ丘通）

町道別太通
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祝貫通（2022年4月15日）

インバート工 193BL(終点側到達)
274km567m～276km805.0m
L=2,238.0m、残1BL：12m

防水工 274km567m～276km805m L=2,238.0m(残12m)

覆工コンクリート 274km787.5m～276km790.0m
L=2,002.5m(残247.5m)、器材坑：5／8
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羊蹄山（標高 1,898m）

北海道新幹線 ニセコトンネル
L=2,250m

起点側切羽発進基地
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【ニセコトンネルにおける問題点と課題】

① 全線小土被りの未固結地山の掘削
➡切羽崩落、路盤の泥濘化、坑内重機接触事故他

② 特別豪雪地帯
➡冬季の劣悪な作業環境

③ 作業環境の整備
➡長期間の居住（快適な職場環境）、省力化

以上の3課題について具体的安全対策の取組み事例を紹介する。

ニセコトンネルにおける安全に関する取組み
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不良地山箇所においては、トンネル内部より長尺の鋼管を打ち込み鋼管

内部からシリカレジンを注入することにより、地山を改良・補強しトン

ネル内部の安定を図ります。

長尺先受工（ＡＧＦ－Ｐ工法）・注入式鋼管鏡ボルト

注入式鋼管鏡ボルト Φ89.1mm,L=9.5m～12.5m
シリカレジン注入 8～9本/6m断面

撤去部分

6m(1ｼﾌﾄ) 6m(1ｼﾌﾄ)

【全線小土被りの未固結地山の掘削】

《切羽崩落対策》

超脆弱地山掘削における安全対策
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120°
↓

150°
↓

170°

長尺先受工（ＡＧＦ－Ｐ工法）

地山状況、地上部の対象物に応じて
L=12.5ｍの鋼管をシフト長：9ｍ➡6ｍ
打設角度：120°➡170°(打設本数：
19本➡25本）にグレードを変えること
で最適な補助工法の選定を行った。

超脆弱地山掘削における安全対策
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地山状況、地上部の対象物に応じて
の鋼管（ L=12.5m,Φ89）をシフト長：
9ｍ➡鋼管（ L=9.5m,Φ89）シフト長：
6ｍ,打設本数：5本➡18本にグレード
を変えることで最適な補助工法の選定
を行った。

注入式鋼管鏡ボルト

超脆弱地山掘削における安全対策
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超脆弱地山掘削における安全対策
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超脆弱地山掘削における安全対策
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超脆弱地山掘削における安全対策
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超脆弱地山掘削における安全対策
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アシストスーツ着用鋼管積込状況

アシストスーツ試験運用実験 失敗！
鋼管のゲージへの積込支援 ⇒ 腰から上の高さは自力で持ち上げるようになるので、アシストスーツ
は不向き。

⇒鋼管の軽量化検討

アシストスーツ試験運用実験 《作業負担軽減対策》

従来鋼管 軽量鋼管 減量

先頭管 58.7 kg 32.1 kg 26.6 kg

中間管 48.9 kg 26.7 kg 22.2 kg

端末管 49.9 kg 27.3 kg 22.6 kg

1セット合計 206.4 kg 112.8 kg 93.6 kg

超脆弱地山掘削における安全対策
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軽量鋼管仕様

鋼管の軽量化（約1/2） ⇒ 作業員の負担軽減

超脆弱地山掘削における安全対策
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《掘削工法》 ショートベンチ工法➡ミニベンチ工法

超脆弱地山掘削における安全対策
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一次インバート工完了

①

② ④

③

⑥
⑤

上半

一次インバート

下半

閉合距離9～11m

ベンチ長3～5m
⑧

⑦

一次インバート工施工順序

掘削サイクルVer.

一次インバート工 ⇒ トンネル沈下対策工(L=763m)

ミニベンチ工法による早期閉合

超脆弱地山掘削における安全対策
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《ズリ出し》 延伸連続ベルトコンベヤ設備（技術提案）

ダンプトラックの台数を飛躍的に減少
させることで、路盤の泥濘化を最小限
に抑え、坑内における車両接触事故
防止にも貢献出来た。

超脆弱地山掘削における安全対策
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未固結地山における仮排水工と敷鉄板

地質は火山灰質砂およびシルトの未固結地山（ほぼ全
線Ｎ値20以下）地下水位が高く、路盤の泥濘化が著しい。
トンネル掘削において致命的な条件下での施工。

「仮排水工」を施工。
インバート～切羽間を全面敷鉄板を敷設。

《路盤泥濘化対策》

超脆弱地山掘削における安全対策
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ジャンボも埋まる！

トンネル下からの湧き上がる湧水

超脆弱地山掘削における安全対策
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敷鉄板だけでは鉄板下が泥濘化し
重機の走行でさえ困難となる。

ポータブルコーン貫入試験にて超
湿地ブルドーザでさえ走行困難な
コーン指数（200kN/㎡以下）であ
ることを確認。

【仮設排水工】

敷鉄板下に暗渠排水管Φ150を設置し、＠25ｍに集水桝を設け釜場排
水することで敷鉄板下の泥濘化を防止する。

超脆弱地山掘削における安全対策
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泥濘化した不良土を撤去・搬出

施工状況確認

➡トンネル下からの湧水確認

高密度ポリエチレン管Φ150（有孔）
をトンネル縦断報告に3列布設。

＠25ｍに横断管及び集水桝を設置。

超脆弱地山掘削における安全対策
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仮排水管設置完了
フィルター材：切込砕石（40-80）
による埋戻し

埋戻し完了

超脆弱地山掘削における安全対策
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ノッチタンク

排水管釜場
（高密度ポリエチレン管

Φ300：無孔）＠25ｍ

水中ポンプ→

仮排水

仮排水工は、トンネル掘削が25ｍ程度進んだ後に施工を行う。
（概ね一週間に1回）

超脆弱地山掘削における安全対策
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路盤を維持管理するためには、毎日切羽先端部の不良土を取り除き岩ズリを路盤材
として置き換える。掘削サイクルに路盤整備を組み込んで施工。

敷鉄板撤去 不良土撤去

岩ズリにて置換 切羽先端部ロードマット敷設

超脆弱地山掘削における安全対策
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敷鉄板敷設 敷鉄板上の泥土撤去・整備

蛍光スプレーによる敷鉄板
段差明示

バキューム車によるヘドロ除去

超脆弱地山掘削における安全対策
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超脆弱地山掘削における安全対策

路盤整備状況
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計測工（全線GNSS地表面沈下計測）

自動計測で24時間監視。人が計測する手間がなくなり、安全にも貢献。

超脆弱地山掘削における安全対策
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超脆弱地山掘削における安全対策
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主要トンネル機械の予備機

機械トラブルによる切羽作業の休止を回避する！慌てない！

クローラ式ジャンボ
泥濘化した路盤にも対応する！

吹付機
掘削と並行して作業可能！

ホィールローダ（予備機）
2台配置は技術提案

超脆弱地山掘削における安全対策
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《特別豪雪地帯対策》

多機能ハウスで雪をシャットアウト！

特別豪雪地帯における安全対策
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《特別豪雪地帯対策》

スマートバッチャープラントで冬季も高品質吹付けコンクリート！

特別豪雪地帯における安全対策



32

《特別豪雪地帯対策》全ての仮設備をハウスで覆う！

濁水処理設備 受電設備

給水設備

特別豪雪地帯における安全対策
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《特別豪雪地帯対策》

鋼製支保工によるドーム型倉庫×2基

資材倉庫Ａ：AGF鋼管等置場

資材倉庫Ｂ：シリカレジン等置場

キーストンプレート屋根にブルーシートを張り、雪の堆積を防ぐ！

資材倉庫Ａ

資材倉庫Ａ

資材倉庫B

特別豪雪地帯における安全対策
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屋根

雨など水が
軒先へ移動

水がシートまで
移動し付着

風でシートが揺れ
水が振り落とされる

《特別豪雪地帯対策》

氷柱防止シートを設置することで凶器となる氷柱の発生を防止！

特許出願中

氷柱防止シート

特別豪雪地帯における安全対策
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《特別豪雪地帯対策》

冬季は、除雪作業からスタート！多い時は週一で排雪を行う！

事務所・宿舎の雪下ろしも定期的に行う！除雪体制の確立

特別豪雪地帯における安全対策
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《特別豪雪地帯対策》

冬季は、降雪を回避するため産廃BOXに屋根を掛けました。

産廃BOX冬季Ver.

産廃BOX夏季Ver.

フォークリフトで産廃BOXの出し入れは容易！

特別豪雪地帯における安全対策
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《作業環境の整備》

快適な宿舎！（全室個室・エアコン完備・共用スペースを分離）

JV事務所・宿舎棟

進入口

協力会社
宿舎棟

協力会社
事務所・食堂・風呂

ニセコトンネル現場まで約5km

作業環境の整備・省力化
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《作業環境の整備》

快適な宿舎！（全室個室・エアコン完備・共用スペースを分離）

エアコン

TV

冷蔵庫

全室個室 食 堂

浴 室 洗濯場

作業環境の整備・省力化
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《作業環境の整備》快適な安全センター！
安全センター JV打合せ室

協力会社打休憩室 鍛冶場

作業環境の整備・省力化
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WC：ウォシュレット完備

ロッカールーム

屋内自動販売機

マスク保管BOX

作業環境の整備・省力化
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“新聞の字が読めるくらい明るいトンネルを目指して“

坑内LED化

トンネル現場は暗いというイメージを払拭するために“
新聞の字が読めるくらい明るい坑内”“老眼でも文字が読
める明るい坑内” “懐中電灯が要らないトンネル”を目
指してLED照明の設置台数を増やしました。

坑内全体を明るく「見える化」することで資機材の整理
整頓、重機車両の清掃等自ずと現場をきれいにすることが
必須となり、働く方々も気持ち良く作業を行えます。

作業環境の整備・省力化
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作業環境の整備・省力化
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【坑内目標照度】

■坑口～覆工

■覆工～防水工 150Lx
■掘削完了区間

■切羽 200Lx以上

※LEDチューブライトによる見える化

作業環境の整備・省力化
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肩部照明 懸垂灯

配 置 図

山形電気㈱ エコ・ルミナス YELED70W/SMKS-Y（白色）
電源 200V単相
消費電力 72W（水銀ランプ400W相当の明るさ）

肩部 千鳥で10ｍ間隔
天端部 20ｍ間隔

スワン電器㈱ MT-90AN-12300
電源 200V単相
消費電力 90W（水銀ランプ700W相当の明るさ）

作業環境の整備・省力化
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覆工コンクリート完了区間

※覆工区間：概ね180Lx

作業環境の整備・省力化
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防水工完了区間

※防水工区間：概ね150Lx

作業環境の整備・省力化
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掘削完了区間

※掘削区間：概ね200Lx

作業環境の整備・省力化
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切 羽

※切羽：200Lx以上

作業環境の整備・省力化
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LEDチューブライトによるミスト養生台車・インバート桟橋の明示

ミスト養生台車 インバート桟橋

作業環境の整備・省力化
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LEDチューブライトによるTD表示

TD500m TD2,000m

作業環境の整備・省力化
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【切羽用ターンテーブル】

《坑内バック運転はさせません！》

作業毎にターンテーブルを3基配置し、バック運転を排除する！

作業環境の整備・省力化
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ターンテーブル一体型移動式桟橋

ターンテーブル

インバート桟橋

インバート桟橋とターンテーブルを連結することで生コン車移動距
離が飛躍的に短くなり安全かつ生コン車の入替時間が大幅に短
縮される！

作業環境の整備・省力化
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FILM・覆工用ターンテーブル

作業環境の整備・省力化
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エコクリーンクローラ搭載型伸縮風管付電気集塵機
M-ECS3000（3,000㎥/min）

《伸縮風管による高所作業を排除する》

クローラ搭載型伸縮風管付電気集塵機を採用

作業環境の整備・省力化
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《ベルトライン変更台車で省力化》
従来との比較

ベルトライン変更台車

ベルトライン変更台車

作業環境の整備・省力化
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スマートセントル®の標準装備

ベルトライン変更台車

スパイダー打設
システムⅡ

スターライト

センサシステム
Ⅱ

パルストメーター

セントル加温
制御システム

型枠バイブレータ

集中制御システム
Ⅱ

□枠：改良
□枠：新規

スマートセントル®の標準装備

《スマートセントル®の採用で覆工作業を高品質･省力化》

作業環境の整備・省力化
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ベルトライン変更台車スマートセントル®の標準装備

《一次インバート施工によるインバート鉄筋区間の急速施工》

全長190ｍの鉄筋区間を一気に組んで週3回打設！

バッテリー

コードレス高周波バイブレータ

作業環境の整備・省力化
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ベルトライン変更台車スマートセントル®の標準装備

《堆積粉じん清掃》徹底した清掃で作業環境の整備！

作業環境の整備・省力化
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５ まとめ

ニセコトンネルは、全線2,250m土被りが20m以下の

小土被りの火山灰を主体とする未固結地山を掘削する
難工事でありましたが、一度も切羽を止めることなく、大
きな切羽崩落、懸念しておりました地表面の陥没もなく
、無事故で貫通することが出来ました。

これは、発注者はもちろんのこと協力会社の皆様と

一丸となり問題点を抽出し、「本気」で対策を講じた結
果であると考えます。特に作業の効率化において影響
を及ぼす路盤の管理と見える化を実現する坑内照明の
確保がポイントであったと考えます。働き易い環境を構
築することで各人の安全意識も向上し、トンネル工事に
おいて無事故での貫通を達成出来たものと自負してお
ります。



ご清聴ありがとうございました。
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